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計撹日感６月７日て鯉した｡物産Iﾉｺ(愛ﾎﾟしるとは閉いていました力別週間過ぎ：
2週潤過ぎてい`し蝋<期日城鯰縄すようし<｣と縄就てい“すの
藻漏が純雌満るよう鯛総て祷ってい爵した｡仁は里帰りをしてから
Ｄ１ｒＨ闇､何刎配微〈週ごＩしていたり姪子趣j超過とし｝う魁淘総
諺ＭｂｊＭしまった気がし壁した。
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鮒(て率1懲臘罐'鑓て躍瞬!』と薑んて､､犬の↓て`ま＃かここまできてこんな
ことＭＭ【んてとてもｼﾖﾂ7でした｡ても焦りや不窺式縦やん↓<良くなし,と
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隆叩Ｌｒこの子は`Ｍ′z,岬してるしだＷ患峨遡が炭くて蹟てきたくないんだ。
と箇分Ｋ奮い關力地罫し犬。
篭い ｳ㈹うだり感予定圏，<ｊＷ6日過ぎ表６月ﾕ3月

。

３Ｋ縦やいくｷﾚ､尾い棟せてしきう尺力、もし細せん｡余隣司
撫すやと8陥祢ちゃんを彫いると和めて惚i八だ時の捲勤と
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葱うて６時鰯喫上､j騒ぐすり続けて〈紅淀乱０審鯛い成し 持ち

て閥がいっぱいＫなりきす。
祷局ユ週間以上遅｛川し惑う哀ぃ康乃先生|<i1iilji､ご)u､配をｊｉＭ６こと↓く
ばってしきい申し訳ありませんでした｡葱ｗ霜焼腺蕊送せず!<縦やんを
駆り上欣<汽寺ってｉｉＷがとクゴぞ$いきした。
路いがげす堰期)、f鬼となりまｗ(おいしい食事とｹﾖ｡「んｳﾗﾌﾞﾎｳﾞ谷ｊ鱒
が楽しけて充寝し畑々鑓ることがｉｆＢｉ<ご』〔した｡Ａｋ籍蛎記念日Iてこららで
参入と鐘蝿たご遥康乃絃が謝親骸叫て下さﾜ勅,□遣いがう仇し价従ｲｳﾞ。
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こちらの助ﾌﾞｉＥ１Ｖ(」
'ん１$Ｍわい〈てたきり罰せん｡承打先生と掴さん
己縦からもこの雑守り､育収ｗ北路し鮒。

やっと罐まIlrしてき
(<銀会究淀ごと

1１

鰍化生網３Ｍﾋﾞｯｩが鮴'<気鏑けT尊い窃艤を続航
ぃうて下さい｡お産の番/}iiiて1人1ｮは無趨力、と魁いまし憶萩ごこてなら

カルてきましだ｡蝋繊:紬ｌｉｊ７覺仏ﾗﾍﾞ人

(ｉｊﾗji/霧(い噛寸｡本靴〈方ｉｉｉｒ莞↓穂ッ
笹つ施抓の鋸も領
し噸縄ｔｑ)と路，
きしに｡ありがとうございきした。
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